
(57)【要約】

【課題】  車載用オーディオ機器により携帯型オーディ

オ機器の音声を出力するシステムにおける、ユーザイン

ターフェイス機能の使い勝手の向上。

【解決手段】  携帯型オーディオ機器のヘッドフォン端

子部と車載用オーディオ機器とのＡＵＸ端子部とを接続

する。これにより、ユーザインターフェイス情報とし

て、表示情報と操作情報信号の通信が可能となる。そし

て、車載用オーディオ機器では、自身の操作部に対して

行われた操作に応じて操作情報信号を携帯型オーディオ

機器に出力してコントロールする。また、携帯型オーデ

ィオ機器から出力される表示情報に基づいて、自身の表

示部において携帯型オーディオ機器の動作状況を示す表

示を行う。これにより、携帯型オーディオ機器のユーザ

インターフェイス機能は車載用オーディオ機器側で実現

することができる。
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(2) 特開２００１－１２８２８０

【特許請求の範囲】

【請求項１】  外部オーディオ機器から出力されるオー

ディオ信号を入力するためのオーディオ信号入力端子

と、

上記オーディオ信号入力端子から入力されたオーディオ

信号を出力可能な出力手段と、

上記外部オーディオ機器と当該オーディオ機器間とでの

所定のユーザインターフェイス情報の入力又は出力が行

われるためのユーザインターフェイス入出力端子と、

上記ユーザインターフェイス入出力端子を介した所定の

ユーザインターフェイス情報の出力、又は上記ユーザイ

ンターフェイス入出力端子を介して入力される所定のユ

ーザインターフェイス情報に基づいた所要の制御処理、

を実行可能な制御手段と、

を備えていることを特徴とするオーディオ機器。

【請求項２】  上記制御手段は、

当該オーディオ機器に備えられる操作手段に対して行わ

れた操作に基づいて生成した、上記外部オーディオ機器

を制御するための制御情報を、上記ユーザインターフェ

イス情報として出力可能に構成されていることを特徴と

する請求項１に記載のオーディオ機器。

【請求項３】  上記制御手段は、

上記ユーザインターフェイス入力手段を介して入力し

た、上記外部オーディオ機器から出力される上記インタ

ーフェイス情報としての表示情報に基づいて、当該オー

ディオ機器に備えられる表示手段において所要の表示が

行われるための制御を実行可能に構成されることを特徴

とする請求項１に記載のオーディオ機器。

【請求項４】  上記外部オーディオ機器において、上記

オーディオ信号入力端子と接続される端子と、上記ユー

ザインターフェイス入出力端子と接続される端子とから

成る端子群は、１つのコネクタと接続可能な形態で配置

されており、

当該オーディオ機器の上記オーディオ信号入力端子と上

記ユーザインターフェイス入出力端子から成る端子群

は、上記外部オーディオ機器の上記端子群が接続される

コネクタとケーブルを介して連結する他方の１つのコネ

クタと接続可能な形態で配置されることを特徴とする請

求項１に記載のオーディオ機器。

【請求項５】  上記外部オーディオ機器において、上記

オーディオ信号入力端子と接続される端子と、上記ユー

ザインターフェイス入出力端子と接続される端子とから

成る端子群は、

この外部オーディオ機器から出力されるオーディオ信号

を音声として出力すると共に、所定のユーザインターフ

ェイス情報の入出力に対応した所定のユーザインターフ

ェイス機能を有するユーザインターフェイス機能付音声

出力手段のコネクタと接続されるものであることを特徴

とする請求項１に記載のオーディオ機器。

【請求項６】  当該オーディオ機器は車載用機器とされ

ることを特徴とする請求項１に記載のオーディオ機器。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は、外部オーディオ機

器が接続されることで、この外部オーディオ機器から出

力されるオーディオ信号を入力して、例えばスピーカな

どに対して音声として出力することのできるオーディオ

機器に関するものである。

【０００２】

【従来の技術】近年においては、オーディオ機器とし

て、携帯に適した構成を採る携帯型オーディオ機器が広

く知られている。このような携帯型オーディオ機器は、

例えばテープカセット、ＣＤ(Compact Disc)、ＭＤ(Min

i Disc)などのメディアに対応しての再生が可能とされ

ており、更には記録可能なメディアに対応する場合に

は、記録も可能に構成されたものが知られている。

【０００３】また、このような携帯型オーディオ機器で

は、一般には、ヘッドフォンを携帯型オーディオ機器本

体に接続し、この音声出力機器を聞くようにしている。

上記ヘッドフォンとしては、例えば携帯型オーディオ機

器とヘッドホンのイヤドライバ間のケーブルに操作部を

設けたものが知られている。ユーザはこの操作部に対し

て操作を行うことで、携帯型オーディオ機器に対して例

えば再生等に関する各種操作を行うことができるように

なっている。またヘッドフォンにあっては、上記した操

作部と共に例えば液晶ディスプレイなどによる小型の表

示部を設けたものも知られており、ユーザはこの表示部

に表示される表示内容をみて、現在の携帯型オーディオ

機器の再生状況を知ることができる。例えば、現在再生

されているトラックナンバや、トラックの再生進行時間

などをはじめとする各種状況を知ることができる。

【０００４】また、近年においては、車載用のオーディ

オ機器が広く普及している。車載用オーディオ機器の１

つとして、例えば、いわゆるヘッドユニットといわれる

オーディオ機器が知られている。このヘッドユニットに

は、例えばチューナ及び所定の記録媒体に対応した再生

装置などのオーディオ装置が搭載されて、これらのオー

ディオ装置から出力されたオーディオ信号をスピーカに

よって音声として出力できる。また、これらのオーディ

オ装置を統括的にコントロールするための操作パネル、

及びまたその動作状況を表示するための表示部が備えら

れている。また、ユーザは必要があれば、例えば他のオ

ーディオ装置をこのヘッドユニットに対して接続するこ

とで、このヘッドユニットを介して音声が再生されるよ

うにオーディオシステムを組むことができる。

【０００５】

【発明が解決しようとする課題】ところで、ユーザによ

っては、携帯型オーディオ機器により再生する音声を車

内で聴きたいという要望のあることは当然考えられる。

このような要望に応え、上記したヘッドユニットのよう
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(3) 特開２００１－１２８２８０

な車載用オーディオ機器においては、例えばケーブル等

によって携帯型オーディオ機器を接続することで、この

携帯型オーディオ機器から出力されたオーディオ信号を

入力できるように構成されたものが知られている。そし

て、ヘッドユニットでは、この入力されたオーディオ信

号を例えばスピーカから音声として出力するように動作

する。

【０００６】但し現状においては、携帯型オーディオ機

器とヘッドユニットとを接続して入出力が行われるの

は、上記したオーディオ信号のみとされている。これは

換言すれば、携帯型オーディオ機器とヘッドユニット間

では、例えばユーザインターフェイスに関する制御情報

等の入出力を行ってはいないことを意味している。

【０００７】このため、次のような問題が生じてくる。

つまり１つには、携帯型オーディオ機器にて再生されて

いる音声をヘッドユニットにより出力させる場合におい

て、携帯型オーディオ機器側の動作をコントロールする

には、携帯型オーディオ機器側の操作部に対して行わな

ければいけない。また、再生状況を確認するのにあたっ

ては、携帯型オーディオ機器側の表示部を見る必要が生

じることになる。この表示部は小さいものであるため

に、ユーザにとっては見づらい。この携帯型オーディオ

機器側の表示部のなかにはバックライトを備えていない

ものもあり、このような表示部であれば、夜間に表示内

容を見ることはほとんど不可能となる。更に、携帯型オ

ーディオ機器によっては、前述したヘッドフォンのケー

ブルの途中にのみ表示部が備えられて、機器本体には表

示部が備えられていないタイプのものがある。そして、

このようなタイプの機器において音声出力端子がこのヘ

ッドフォン端子のみである場合には、このヘッドフォン

端子における音声出力端子をヘッドユニットとの接続に

使用してしまうため、再生状況を確認することはまった

くできなくなる。

【０００８】このように、現状においては、携帯型オー

ディオ機器にて再生されるオーディオ信号をヘッドユニ

ット等のオーディオ機器により出力させる場合、その再

生に関する操作や表示などのユーザインターフェイス

は、携帯型オーディオ機器側に対して行われることにな

るために、使い勝手がよくないという問題を有してい

る。

【０００９】

【課題を解決するための手段】そこで本発明は上記した

課題を考慮して、外部オーディオ機器から出力される音

声をオーディオ機器によって音声として出力するように

システムを構築する場合、このオーディオ機器側で、外

部オーディオ機器に関するユーザインターフェイス機能

が実現されるようにして、使い勝手の向上を図ることを

目的とする。

【００１０】このため、オーディオ機器として次のよう

に構成することとした。外部オーディオ機器から出力さ

れるオーディオ信号を入力するためのオーディオ信号入

力端子と、このオーディオ信号入力端子から入力された

オーディオ信号を出力可能な出力手段と、外部オーディ

オ機器と当該オーディオ機器間とでの所定のユーザイン

ターフェイス情報の入力又は出力が行われるためのユー

ザインターフェイス入出力端子と、このユーザインター

フェイス入出力端子を介した所定のユーザインターフェ

イス情報の出力又はユーザインターフェイス入出力端子

を介して入力される所定のユーザインターフェイス情報

に基づいた所要の制御処理を実行可能な制御手段とを備

えることとした。

【００１１】上記構成によれば、本発明のオーディオ機

器と外部オーディオ機器とは、外部オーディオ機器から

出力される音声を入力して音声として出力する機能に加

えて、本発明のオーディオ機器と外部オーディオ機器間

で入出力されるユーザインターフェイス情報に基づい

て、例えば外部オーディオ機器に対応する所定のユーザ

インタフェイス機能を、本発明のオーディオ機器側に有

させることが可能になる。

【００１２】

【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい

て説明していくこととする。ここで、本発明の実施の形

態のオーディオ機器は、ヘッドユニットといわれる車載

用オーディオ機器を例に挙げることとする。また、本実

施の形態の車載用オーディオ機器に対して接続される外

部オーディオ機器としては特に限定される必要は無いの

であるが、ここでは、ＭＤ(Mini Disc)といわれる光磁

気ディスクにオーディオデータを記録再生可能なＭＤレ

コーダ／プレーヤとする。また、このＭＤレコーダ／プ

レーヤは、携帯型の構成を採っているものとする。

【００１３】ここで先ず、図１及び図２により本実施の

形態としてのオーディオシステムの概要を説明する。本

発明のオーディオシステムは、上記したヘッドユニット

としての車載用オーディオ機器と、携帯型ＭＤレコーダ

／プレーヤであるものとする。

【００１４】先ず図１に、外部オーディオ機器である携

帯型ＭＤレコーダ／プレーヤの外観を示す。この図に示

すＭＤレコーダ／プレーヤ１は、携帯型としての所定の

サイズ形状を有しているものとされる。そして、このＭ

Ｄレコーダ／プレーヤ１に対しては、ＭＤ９０を格納し

て構成されるディスクカートリッジ９１を装填すること

ができるようになっている。ＭＤレコーダ／プレーヤ１

では、この装填されたディスクカートリッジ内のＭＤ９

０に対して記録又は再生を行うようにされる。なお、こ

の場合のＭＤレコーダ／プレーヤ１の本体には、ヘッド

フォン端子部２１として備えられる所定の端子群の他に

も、例えばマイクロフォン端子やライン入力端子などの

記録のための音声信号を入力可能な音声信号入力端子等

の他、例えば必要に応じて、再生音声信号を出力するラ

イン出力が備えられるのであるが、ここでは、その図示
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(4) 特開２００１－１２８２８０

を省略している。また、例えば記録再生等に関する所定

の操作を行うための操作部、及び表示部が設けられても

よいのであるが、ここではそれらの図示も省略してい

る。ヘッドフォン端子部２１は、次に説明するヘッドフ

ォン３０を接続するために設けられている。

【００１５】ヘッドフォン３０は、ＭＤレコーダ／プレ

ーヤ１の再生音声をユーザが聴くために付属される。こ

の場合のヘッドフォン３０は、例えば図示するように、

ケーブル３１の一方の端部にコネクタ部３２が設けら

れ、また、他方の端部には、右耳用と左耳用の一対のイ

ヤドライバから成るイヤドライバ部３４が設けられる。

そして、コネクタ部３２をＭＤレコーダ／プレーヤ１の

ヘッドフォン端子部２１に対して嵌合するようにして接

続する。そして、ＭＤレコーダ／プレーヤ１においてデ

ィスク再生を行うと、その再生音声がイヤドライバ部３

４にて出力されるようになっている。

【００１６】また、ヘッドフォン３０のケーブル３１に

おける途中位置には、操作／表示部３３としての部位が

設けられる。この操作／表示部３３は、例えばＭＤレコ

ーダ／プレーヤ１に対して再生等に関する所定の操作を

行うための各種操作子が実際には設けられており、例え

ばユーザはこの操作／表示部３３を持って所定操作を行

うことで、ＭＤレコーダ／プレーヤ１に対する操作を行

うことができる。また、操作／表示部３３には、表示パ

ネル３３ａとしての小さな小窓が設けられている。この

表示パネル３３ａは例えば液晶ディスプレイなどにより

構成される。この表示パネル３３ａに対しては、トラッ

クナンバ、又はトラックネームが登録されていればこの

トラックネームが文字等によって表示される。また、再

生トラックの進行時間や、リピート，シャッフル，プロ

グラム再生などの再生モードの設定状況も表示される。

ユーザは、この表示パネル３３ａを見ることで、ＭＤレ

コーダ／プレーヤ１の再生状況を把握することができ

る。

【００１７】このような操作／表示部３３の機能は、ヘ

ッドフォン端子部２１とコネクタ部３２とを介して、少

なくともＭＤレコーダ／プレーヤ１にて再生された音声

信号（アナログオーディオ信号）をイヤドライバ部３４

に伝送する経路と、操作／表示部３３に対して行われた

操作に基づく操作情報信号をＭＤレコーダ／プレーヤ１

に対して伝送する経路と、ＭＤレコーダ／プレーヤ１か

ら操作／表示部３３に対して表示のための表示情報を伝

送する経路が形成されていることで得られるものであ

る。

【００１８】図２は、上記図１に示した外部機器として

のＭＤレコーダ／プレーヤ１と、本実施の形態のオーデ

ィオ機器である車載用オーディオ機器とから成るシステ

ムを示す斜視図である。この図に示す車載用オーディオ

機器５０は、例えば実際には自動車内のフロントコンソ

ールに対して、フロントパネル５１がユーザ側に表出す

るようにして取り付けられて使用される。この場合、車

載用オーディオ機器５０のフロントパネル５１には操作

部５４、表示部５３が配置して設けられることで、ユー

ザインターフェイスとしての機能を有する。

【００１９】操作部５４としては、当該車載用オーディ

オ機器５０の動作を操作するための各種キー、ジョグダ

イヤルなどの操作子がフロントパネル５１上の所定位置

に配置される。

【００２０】表示部５３には、当該車載用オーディオ機

器５０の動作状況に応じて所要の表示が行われる。例え

ば車載用オーディオ機器５０は、後述するようにしてオ

ーディオソースとして、ＣＤ音声，チューナ音声、及び

車載用オーディオ機器５０に接続される外部オーディオ

機器の入力音声であるＡＵＸ音声を選択することが可能

とされるが、表示部５３では、これらのオーディオソー

スの何れが選択されているのかを表示させる。また、こ

の選択されたソースに応じた動作状況を表示する。例え

ばＣＤ音声を選択しているときには、再生しているＣＤ

のトラックやその再生時間などを表示させる。

【００２１】また、フロントパネル５１には、ＣＤを挿

入するＣＤ挿入口５２が設けられる。ユーザは、このＣ

Ｄ挿入口５２に対してＣＤを挿入し、また排出させるこ

とができるようになっている。

【００２２】上記してもいるように、車載用オーディオ

機器５０では、オーディオソースの出力源として、ＣＤ

を再生するＣＤプレーヤ部と、チューナ部とを備えてい

る。また、外部オーディオ機器に対応するためのＡＵＸ

音声を入力可能とされている。そして、操作部５４に対

する所定操作によってこれらのオーディオソースのうち

の何れかを選択し、ここでは図示しない車内のスピーカ

からその音声を出力させることができるようになってい

る。

【００２３】そして本実施の形態の車載用オーディオ機

器５０においては、外部オーディオ機器である携帯型の

ＭＤレコーダ／プレーヤ１との接続を可能とするため、

フロントパネル５１の側面に対してＡＵＸ入力端子部５

５が設けられている。そして、この車載用オーディオ機

器５０のＡＵＸ入力端子部５５と、ＭＤレコーダ／プレ

ーヤ１のヘッドフォン端子部２１とをアダプタケーブル

４０により接続することで、ＭＤレコーダ／プレーヤ１

がＡＵＸ音声のソースとして車載用オーディオ機器５０

に対して接続されることになる。

【００２４】この場合、アダプタケーブル４０は、ケー

ブル４１の両端に対してコネクタ部４２，４２が取り付

けられて構成される。ここで、ＡＵＸ入力端子部５５の

形状はヘッドフォン端子部２１と同一とされており、こ

れに対応して、アダプタケーブル４０のコネクタ部４

２，４２も共に同一のプラグ形状を有している。本発明

としては、例えばＡＵＸ入力端子部５５の形状をヘッド

フォン端子部２１と同一とする必要は必ずしもないので
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(5) 特開２００１－１２８２８０

あるが、このようにすれば、アダプタケーブルを使用し

て接続を行う際、ユーザは、ＭＤレコーダ／プレーヤ側

のヘッドフォン出力端子と車載用オーディオ機器５０側

のＡＵＸ入力端子部の形状の相違に応じてアダプタケー

ブルのコネクタ部の形状を確認するというような手間が

省かれるものである。

【００２５】先にも述べたように、ＭＤレコーダ／プレ

ーヤ１のヘッドフォン端子部２１は、本来はヘッドフォ

ン３０を接続するためのものであり、ＭＤレコーダ／プ

レーヤ１のヘッドフォン端子部２１を介しては、ＭＤレ

コーダ／プレーヤ１にて再生された音声信号出力と、Ｍ

Ｄレコーダ／プレーヤ１からの表示情報の出力と、ＭＤ

レコーダ／プレーヤ１に対する操作情報信号の入力が行

われる。

【００２６】従って、上記のようにして車載用オーディ

オ機器５０に対してＭＤレコーダ／プレーヤ１を接続し

た場合には、ＭＤレコーダ／プレーヤ１から車載用オー

ディオ機器５０に対してＡＵＸ音声としてのオーディオ

信号を供給することができるのに加え、ＭＤレコーダ／

プレーヤ１から車載用オーディオ機器５０に対して表示

情報を出力するための経路を形成することが可能とな

る。また、ＭＤレコーダ／プレーヤ１側では車載用オー

ディオ機器５０から操作情報信号を入力するための経路

を形成することが可能になる。そして、本実施の形態で

は、この経路を形成するのにあたって、１本のアダプタ

ケーブル４０によって賄うことができるものである。

【００２７】例えば本来、車載用オーディオ機器５０の

操作部５４は、車載用オーディオ機器５０に対しての操

作を行うものとされている。つまりは、例えば内蔵のＣ

Ｄプレーヤ部及びチューナ部等に対する操作を主体とす

るものである。また、表示部５３としても、例えば前述

したような、車載用オーディオ機器５０における各種動

作に対応した内容の表示を本来は行うものとされる。例

えば前述もしたように、内蔵されるＣＤプレーヤ部やチ

ューナ部等の何れかが音声ソースとして選択されている

ときに、これらの部位の動作状況に応じた表示を行うよ

うにするものである。

【００２８】その上で本実施の形態では、アダプタケー

ブル４０を介して車載用オーディオ機器５０に接続され

たＭＤレコーダ／プレーヤ１の音声、つまりＡＵＸ音声

をソースとして選択しているときには、次のようなシス

テム的な動作が得られるように構成される。１つには、

車載用オーディオ機器５０の操作部５４に対して行われ

た操作のうち、例えば再生動作等に関連する所定の操作

が行われた場合には、車載用オーディオ機器５０側から

ＭＤレコーダ／プレーヤ１に対して、この操作に応じた

操作情報信号を出力する。これによって、車載用オーデ

ィオ機器５０の操作部５４に対して行われた操作によっ

て、ＭＤレコーダ／プレーヤ１における所定の再生動作

を制御することが可能になる。

【００２９】ところで、例えば操作部５４には、ＣＤに

対応した各種再生機能に関する操作を行うための操作子

が設けられているのであるが、ＭＤレコーダ／プレーヤ

１は、ＣＤと同様、ディスクメディアに対して再生可能

な機器であり、その再生機能には共通したところが多

い。そこで、このＣＤに対応して設けられた操作子に対

する操作が、ＭＤレコーダ／プレーヤ１に対する操作と

なるようにされればよい。このようにすれば、例えば外

部機器としてのＭＤレコーダ／プレーヤ１を操作するた

めの操作子を追加的に設ける必要はなくなる。

【００３０】更に１つには、ＭＤレコーダ／プレーヤ１

の動作状況に応じた表示を、車載用オーディオ機器５０

の表示部５３において表示するものである。ＭＤレコー

ダ／プレーヤ１では、図１によっても説明したように、

ヘッドフォンの表示パネル３３ａにて表示を行うための

表示情報をヘッドフォン端子部２１を形成する所定端子

から出力できるようにしている。そこで、車載用オーデ

ィオ機器５０においては、このＭＤレコーダ／プレーヤ

１から出力される表示情報を入力し、この表示情報に応

じた内容の表示が表示部５３にて行われるように動作す

る。

【００３１】例えば従来では、車載用オーディオ機器に

対して携帯型ＭＤレコーダ／プレーヤなどの外部オーデ

ィオ機器を接続した場合においては、外部オーディオ機

器から車載用オーディオ機器に対して音声信号のみを出

力するようにされる。このため、外部オーディオ機器の

再生動作などを操作するためには、外部オーディオ機器

側に設けられている操作部に対して操作を行う必要があ

った。このような操作は例えば車内という状況では面倒

であり、また、ユーザが運転者である場合には、運転の

安全性の点で問題がある。また、車載用オーディオ機器

の表示は、外部オーディオ機器とは連携しないことか

ら、このときの外部オーディオ機器の動作状況を確認す

るためには、外部オーディオ機器側の表示を見る必要が

ある。これは、従来の問題としても前述したように、特

に自動車内という状況ではユーザにとっては見にくく、

運転の安全性が阻害される可能性がある。また、例えば

表示部が本体部に備えられないなどの機器の構成上の都

合や、夜間であるなどの条件によっては、外部オーディ

オ機器側の表示を見るのは実質不可能な場合も生じる。

【００３２】これに対して本実施の形態では、上述した

システムの動作が得られるようにすることで、外部オー

ディオ機器に対する操作も車載用オーディオ機器５０側

で行えるようになり、また、外部オーディオ機器の動作

状況を示す表示も車載用オーディオ機器５０側で行うこ

とが可能となる。これにより、上記した問題が解消さ

れ、車載用オーディオ機器により外部オーディオ機器の

音声を出力させる際の使い勝手は向上される。また、特

に本実施の形態のような車載機器であれば、運転の安全

性が阻害されるのを避けることができる。
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